
 

平成２７年度 国有林モニターアンケート 

結果概要 

 

 

 国有林モニターの皆様から、森林・林業や国有林野事業に関する関心事項、平成 27 年度重点取 

組事項へのご意見・ご感想等を伺うため、平成 27年５月から６月にかけて国有林モニターアンケ 

ートを実施し、44名中 35 名の方に回答をいただきました。ご協力ありがとうございました。 

 以下にアンケートの結果を報告いたします。なお、ご意見は抜粋・要約して掲載しております。 

 

 

  質問事項 

Ⅰ 九州の国有林について 

Ⅱ 平成 27 年度重点取組事項について 

Ⅲ その他 

 

 

  Ⅰ 九州の国有林について 

 

問１－１ 九州の国有林の興味がある事、詳しく知りたい情報について。 

     （複数回答） 

〈その他の具体的内容の例〉 

・森林の果たす役割 
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管理経営方針や計画に関する情報 

具体的な事業に関する情報 

（森林整備や治山、木材生産など） 

野生動植物に関する情報 

森林・林業関係のイベントに関する情報 

（林業体験、森林教室など） 

身近にある特別な森林に関する情報 

（巨木やレクレーションの森など） 

身近にある山に関する情報 

その他 



 

問１－２ 九州の国有林に関する印象深いイベント等の経験について。 

 

・篠栗春らんまんハイキング（森林内でのハイキングは心地よく、森林の癒やし効果を感じる事ができた） 

・木工イベント（丸太から木材製品を作ることで、木の新鮮さを感じる事ができた） 

・水源涵養実験（水のありがたみと森林の持つ水源涵養機能の重要性を再認識した） 

・霧島ジオパーク講演会（九州の山と火山活動とが密接に関係していると再認識をした） 

 

 

問１－３ 九州の国有林に関する情報を知るため、どのようなイベントの開催や情報提供方法の希望。 

 

・地方新聞、市政だより、地域の回覧板等に情報を掲載してほしい。 

・メールマガジン、SNS、マスメディアを活用した情報発信をしてほしい。 

・映像等の配信も行ってほしい。 

・広報誌を充実させてほしい。 

・ハイキング等をしている時により目につくよう標識を増やしてほしい。 

・国有林から見た絶景及び絶景が見えるポイントを紹介してほしい。 

・国有林内の案内を看板だけでなく、QR コード等を用いたより詳しい情報提供をしてほしい。 

・子供が親と参加できるイベントの開催をしていただきたい。 

・地域の森林組合と協力した PR 活動すると良いと思う。 

 

 

問１－４ 九州の国有林に対するイメージをご記入下さい。 

 

・標高が低いためか、本州の高山帯よりも整備されている。 

・針葉樹から広葉樹まで植生が幅広く、目で楽しめる。 

・登山ルートの標識もわかり易く、適宜設置してある。 

・日田、小国、飫肥とスギが多い。 

・重機による伐採が少人数で行われている。 

・屋久島や綾町といった森林生態系保全を行っている。 

・治山事業が行われている山＝国有林。 

・里山には竹が密集しており荒れた山。 

・奥地までスギ、ヒノキを植えている。 

・周辺の国有林がどこに存在しているのか分からない。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

Ⅱ 平成 27 年度重点取組事項について 

 

問２－１ 九州森林管理局が今年度に重点的に取り組むこととしている事項について、 

興味がある又は内容を詳しく知りたい事項の番号をご記入下さい。（３つまで選択） 
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森林資源の循環利用による多面的機能の維持増進 

民国連携した治山事業 

海岸防災林の整備に向けた検討 

木材の利用推進及び生物多様性保全に資する治山事業の推進 

奄美・琉球における生物多様性保全の取組 

公益的機能維持増進協定の取組 

８月11日「山の日」制定記念の取組 

シカ被害等の把握と効果的な捕獲技術の実証・普及 

地域と連携した捕獲の推進 

造林地におけるシカ被害防止対策の効果及びコストの検証・普及 

低コスト化の取組の拡大と普及 

増加する苗木需要への対策 

多様な木材需要に応える取組 

公的機関による事業了の見通しの公表 

木材需要情報の収集及び地域と連携した木材供給情報発信 

木材の安定供給と材質等の区分に応じた利用の推進 

森林総合監理士（フォレスター）等の育成と活動の推進 

林業の低コスト化に向けた技術の検証と普及 



 

問２－２ 九州森林管理局の平成 27 年度重点取組事項について、ご意見等がございましたら、 

該当の番号と内容をご記入下さい。 

 

  （森林資源の循環利用による多面的機能の維持増進） 

・森林資源の循環利用のイメージ図はわかり易いが、実際に行われている作業内容を映像等で紹介してほ

しい。 

 ・人工林蓄積の目標値を記載してほしい。 

 

（民国連携した治山事業） 

・治山事業を行うことによる流域全体への影響について知りたい。 

 

（海岸防災林の整備に向けた検討） 

・住民により重要であると意識させる対策を行ってほしい。 

 

（木材の利用の推進及び生物多様性保全に資する治山事業の推進） 

・治山事業に木材を使用した際の強度や耐用年数、白蟻対策を知りたい。 

 

（奄美・琉球における生物多様性保全の取組） 

・未来へ残す遺産を大切にすることは重要であり、外来生物の規制が必要である。 

 

（シカ被害等の把握と効果的な捕獲技術の実証・普及） 

・シカやイノシシ等との共存に向けて、多様な森林づくりや生息地の設置等を考えていただきたい。 

 

  （地域と連携した捕獲の推進） 

・シカ以外の対策についても知りたい。 

 

（増加する苗木需要への対策） 

・バイオマス発電について、供給側の問題点について知りたい。 

 

（森林総合監理士（フォレスター）等の育成との活動の推進） 

・森林総合監理士等の育成と活動を推進するためにもより PR する必要がある。 

 ・人材育成に力を入れている事を知り、希望があると感じた。 

 

（林業の低コスト化に向けた技術の検証と普及） 

・コンテナ苗の生産拡大と安定供給に向けた仕組みを知りたい。 

 

 

 

 

 

 



 

Ⅲ その他 

 

問３ 今回お伺いしたことを含め、森林・林業や国有林野事業等に対する期待、ご意見、 

ご要望がありましたら、ご記入下さい。 

 

・昨今の地球温暖化問題や豪雨による土砂災害等を考えれば森林・林業は非常に重要であり、森林を育てる

ことの重要性を示していきたい。 

・「広報九州」について、もう少し写真や絵を増やし、親しみやすくしてほしい。 

・一貫作業システムの中の作業を学生の研修等で教えることで、広く林業を知ってもらう必要がある。 

・国有林には山や森林の新しい価値の創造に大きく期待している。 

・居住地近くの国有林がどこに存在するのかマップ検索できるようにしていただきたい。また、各地域にお

いて発生した災害の情報と森林の役割を示すことで森林の重要性はより伝わると思う。 

・今まで国が中心となり森林・林業に関する活動を行っている事を知らなかった。今後は、この事実を PR

していきたい。 

 


